
No.４５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１０年　１１月１４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

御言葉 ヨハネ 7:37-39
賛美 御名をかかげて　(ppt　２２)
使徒信条 会衆一同

交読文 35
賛美 主は御座におられる(ｐｐｔ１３)
メッセージ なくならない食物、湧き上がるいのちの泉であるイエス

祈り

賛美 その時若い女も(ｐｐｔ２６)
主の祈り 会衆一同

祝福の御言葉 会衆一同

Ⅱコリント１３：１１－１３ パスター

報告 来週 21日は収穫祭です。
収穫祭のための捧げ物を募集しております。

祈祷課題
・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・奉仕者が与えられるように：礼拝準備、賛美リード、奏楽

・主に忠実な聖徒達が 30名以上与えられるように

　祝福の御言葉　空欄に障害となっている事を入れて祈りましょう

今、私に障害となっている＿＿＿＿をご覧ください。この＿＿＿＿は、イエスを

主とした私に、侵入する事を、あなたがお許しにならなかった事です。

ご覧ください。＿＿＿＿が私にしようとしていることを。

＿＿＿＿は、あなたが私に得させてくださった地から、私を追い払おうとして来ま

した。私たちの神よ。あなたはそれを裁いてくださらないのですか。私に立ち向

かって来たこの＿＿＿＿に当たる力は、私にはありません。

私としては、どうすればよいかわかりません。ただ、あなたに私の目を注ぐのみで

す。」（２歴代２０:１０－１２）
あなたが私の代わりに＿＿＿＿と戦って下さる事を、私の主・イエスキリストの名

前によって宣言します！

アーメン！

メッセージ概要

世間一般の人が「キリスト教会」と聞くと、どういうイメージがあるだろうか。

教会では、お金や食べ物に困っている人を助けるといった「慈善活動」をする、あるいは、社会的弱者を擁

護するために署名活動したり政治と戦ったりするような「社会活動」をする、あるいは、ゴスペルや外国語教

室など「文化的活動」をする、といったイメージがあるかもしれない。

しかしそれら慈善・社会・文化的活動は副次的なものであって、本体ではない。

「教会はキリストの体であり、全てにおいて全てを満たしている方の満ちておられる場です。」（エペソ 1:23）

教会はキリストというお方を伝える事が本来的な役割であって、イエスキリストを中心とした生活をし、この

お方を中心とした者達で交わるうちに、前述したような活動が、副産物として生まれてくるのである。

そういった副産物を求めて教会の門を叩くのは、福音に入る取っ掛かりとなるため大いに結構な事である。

しかし、いつまでもそうした副産物を、ただ受けるだけの人、ただ与えるだけの教会は、本質を外している。

人は何を教会から受け、教会は人に何を与えるべきなのだろうか。それは、キリストである。

主が 5 千人にパンを与える奇跡をした後、群集はイエスを探し出したが、その群集にイエスは「はっきり

言っておく。あなたがたがわたしを捜しているのは、しるしを見たからではなく、パンを食べて満腹したから

だ。朽ちる食べ物のためではなく、いつまでもなくならないで、永遠の命に至る食べ物のために働きなさい。

これこそ、人の子があなたがたに与える食べ物である。父である神が、人の子を認証されたからである。」

（ヨハネ 6:26,27）と言われた。

困って教会の門を叩く人々は、いっときのパンやお金、精神的な満たしなどを教会に求めがちであるが、

そうした物はいつか使い果たしてしまうもので、あげてももらってもキリが無い。

群集は「主よ、そのパンをいつもわたしたちにください」（6:34）と言ったが、主は「わたしが命のパンである。

わたしのもとに来る者は決して飢えることがなく、わたしを信じる者は決して渇くことがない。」と言われた。

教会は本来、肉体・精神・物質全ての満たしの根源であるお方、まことのパンなるイエス・キリストを提供す

るべきである。

人は本質的に、自分の事しか見ておらず、人が言っている事は中々理解できないものである。

主の元に何かを求めて来る者は多いものの、主が私達に求めておられる事は聞かず、守らないものである。

主は耳が聞こえず舌の回らない人を癒した際（マルコ 7:31-37）、彼を群集から隔離して、指を両耳に差し

入れ、唾をつけてその舌に触れられ、天を仰いで「エッファタ」（「開け」という意味）と言われ、癒された。

主は群集にこの事を口止めしたが、口止めをされればされるほど、人々はかえってますます言い広めた。

それ以前にも、主が口止めしたのに言い広められて、公然と歩くこともできなくなってしまった事があった。

主が口止めするのは「癒してもらえたぞ」「パンがもらえるぞ」と言った表面的な祝福、副産物だけを言い広

める者に対してであり（マルコ1:44）、主がどんなに憐れみ深いお方か、どんなに良いお方か、つまりキリス

トという「お方」を言い広める事は大いに勧めている。

主が癒しや開放の良きわざを為し、見えない人の目が開かれ、聞こえない人の耳が開き、口の利けなかっ

た人が喜び歌うのは、イザヤ 35 章の預言の成就であった。

その預言は、現代の私達に対しても成就するのであり、イエスを信じた者には、既に成就している。

私達の人生がいかに砂漠のように味気無く、花が無くても、花が盛んに咲く人生となり、あらゆる束縛は解

放され、水の湧かない砂漠のような私達の心に対しても、主はエッファタと言って下さり、永遠のいのちに

至る泉が開き、いつまでもなくならないいのちの水がほとばしり出るようになる。

主イエスから「エッファタ」と言っていただき、祝福が開かれ、御言葉に対する耳が開かれ、賛美の口が開

かれ、腹の底から生ける水が川々となって流れ出る皆さんであるように、イエスの名によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部（日本語）　10:00
2 部（韓国語）　11:00
食事/フェローシップ　12:00～

3 部（韓国語 日本語通訳あり）　14:00

集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火～木　夜の祈祷会　　　　　20:00～

水曜集会

　1部（韓国語 日本語通訳あり）　13:00～

　　　　　　　　　　　2 部（日本語）　19:30～

金曜徹夜祈祷会　21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番出口より徒歩 5分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。
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